
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいものみつけた！！ （皆さんのこえ） 

   『あふれる笑顔をかこむ会』を紹介します！ 

障がいや病気がある子を育てている家族が集まり、生活していく上での不

安や悩みを誰もが何でも話ができる居場所です。親の悩み、相談に応じ、

共有しながら互いに勉強し、地域の中で、子どもたちも、親たちも、「い

つも笑顔でいたい！！」という思いで活動しています。現在は参加費無料

です（三島信用金庫様からの助成金で運営しているため）。 

 

＜活動内容＞ 

★スポーツ教室★ 

２か月に１回、韮山の東部特別支援学校体育館で、フライングディス

ク・エアロビ・ボッチャなどを障害者スポーツ指導員の方に来ていただ

いて開催しています。 

★座談会★ 

不定期開催。佐野あゆみの里多目的室などを会場に、先輩お母さんや同

世代の子のお母さん、同じ障がいを持つ子のお母さん同士で語り合い、

行政や福祉サービス事業所の職員さんも参加してくださる時がありま

す。 

次回座談会は令和２年１月２１日（火）『就学中、卒業後の福祉サービ

スについて』がテーマです。 

 

三島市障がいとくらしを支える協議会は、市内関係団体・当事者・事業者の顔の見える 

“つながり”作りを大切に、愛称：アーチのとおり、架け橋になることが目標です！！ 

か  た  ら  し  て   
令和元年 12月発行 

 

アーチ 通 信 第 20 号 

「か た ら し て」 は 三島の方言で  

「なかまにいれて」 という意味です。 

 

気楽に♪ 

年齢・障害関係なく、子どもたちの笑顔をたくさん見たく

て、スポーツ教室やエアロビ、また親の座談会や勉強会を

開催しています。親子で楽しく笑顔で過ごせる毎日を目的

にしています。是非一度足を運んでみてください。 

                                           

あふれる笑顔をかこむ会  代表 秋山 裕子 

      055-973-7911（FAX 可） 

 

 
 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

所属 NPO 法人 けるん 

   地域生活・就労サポートセンターけるん 

   相談支援専門員 

氏名 高田 佐和子 

 第２６回市民すこやかふれあいまつりレポート 

 

 

 

サポーター紹介！ 

 

 

 

＜プロフィール＞ 好きなこと 音楽フェスへ行くこと 

今の目標  頑張ってヨガを続ける(ヨガなのに大変！！) 

 

 

 

 

 

～健康で明るい福祉のまちをめざして～ 

秋晴れに恵まれた、令和元年１１月１０日（日）、三島市民体育館に、 

市内で活動しているボランティア団体・福祉施設・NPOなどの団体が 

集結して、模擬店販売やふれあい広場（活動 PRや自主生産品の販売、 

体験コーナー）・ふれあいステージなど、事業所の PR や自主生産品 

などの販売を行い、ふれあいの輪を広げました。 

オープニングを保育園児の太鼓演奏が盛り上げ、１０時の販売開始時間 

になると老若男女、障がいのあるなしに関わらず、たくさんの人で賑わ 

いました。 

館外の模擬店で、どのお店に行こうか楽しそうにのぞく姿や、館内のワ 

ークショップで親子や友達と笑顔で作品を作ったり体験したり、熱心に 

説明に耳を傾ける様子や、抽選会で名前を呼ばれた嬉しそうな笑顔が、 

あちらこちらで見られ、ふれあい、支え合い、思いやりの気持ちの実践！ 

ができた一日でした。 

 
 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 

町 

村 

虐待を受けた本人・虐待を受けたと思われる障がい者を発見

市町村虐待防止センター（三島市障がい福祉課） 

緊 

急 

性 

の 
判 
断 

対応方針の協議 

モニタリング・虐待対応の終結 

○障がい者の保護 

○障がい者、養護者への支援・相談・指導・助言、養

護者の負担軽減 

○成年後見制度利用開始の審判請求 

○施設、使用者への各法による権限行使、指導  等 

事実確認・訪問調査（安否確認） 

ケース会議の開催 

都道府県・労働局との連携 

立入調査（安否確認） 

   ケース会議の開催  

障がい者の権利や尊厳が脅かされることを防ぎ、養護者に対する支援を行い、安定した生活や社会参加を助け、誰もがあたりまえの生活を送るこ

とを守るための法律です。 

虐待に気づいたら速やかに通報！ 

だれにでも通報の義務があります。 
【虐待の種類】 

○養護者よる虐待 

家族、親族、同居する人 

○障害者福祉施設従事者による虐待 

 事業所の職員 

○使用者による虐待 

 雇って働らかせている事業主 

【こんなことが虐待です】 

○身体的虐待 

 殴る、蹴る、しばる、閉じ込める 

等 

○性的虐待 

 性交、裸にする、わいせつな話を

する 等 

○心理的虐待 

 怒鳴る、ののしる、無視する 等 

○放棄・放任（ネグレクト） 

 十分な食事を与えない、必要な医

療やサービスを受けさせない、不

潔な住環境 等 

○経済的虐待 

 年金や賃金を渡さない、勝手に財

産や預貯金を使う、必要なお金を

与えない 等 

 

*より詳しい情報はホームページに掲載しましたのでご覧ください。 
三島市障がいとくらしを支える協議会ホームページ   http://kir250520.kir.jp/netcommns/htdocs/?page_id=35 
 
事務局連絡先：(福)見晴学園 相談支援事業所ふぁいん  055-976-8386  sole-fine@shirt.ocn.ne.jp  

三島市東本町１丁目２番６号 英光ビル１・１階（伊豆箱根鉄道三島田町駅からすぐ） 月曜日～金曜日 8：30～17：30 

TEL：055-973-3450   E-mail：seikatsushien-mishima@tokaido-sigma.jp   受託事業者：株式会社東海道シグマ 

施設従事者による虐待や、使用者によ

る虐待については、都道府県や労働局

と連携し対応にあたります。 

虐待が発生した場合には、早急に対応する

と共に、関係機関の協力を得ながら対応し

ます。迅速な対応のためにも、日頃からの

情報共有、連携構築を目的に虐待防止地域

連絡会を定期的に開催しています。 

おしえて Ｑ ＆ Ａ 「虐待防止法（正式：障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律）」とは  

 

おしえて 

Ｑ ＆ Ａ 

http://kir250520.kir.jp/netcommns/htdocs/?page_id=35
mailto:sole-fine@shirt.ocn.ne.jp

